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はじめに 

CADで作成した図面データを電子納品する際に守らなければならない点が二つありま

す。一つは図面を描く際に、ある一定のルールに則って作図を行っているか、もう一つは

出来上がった図面を誰もが閲覧できるような形式で保存をする事が出来るか、です。 
この二つを実現するために策定されたのが「CAD製図基準（案）」であり、「CADデ

ータ交換標準仕様SXF（以降は単にSXF仕様と記します）」です。 

 

本書は、SXFによるデータ交換を意識してCADを利用した製図を行う場合に、注意し

ていただきたいこと、知っておいていただきたいことを中心に記述しています。ここに記

載してある内容が、CAD製図の際に少しでもお役に立てれば幸いです。 

 

 

尚、本書で参考とした図書は以下の通りです。 

・ CAD製図基準（案）  平成14年7月 国土交通省 

・ 土木CAD製図基準（案）  平成14年10月 土木学会 

・ CADデータ交換標準（SXF）ver2.0仕様書・同解説 

平成14年3月 建設情報標準化委員会 

・ 土木製図基準   平成10年版 土木学会 
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§１ 基礎知識 
 

1.1  SXF 仕様と CAD ソフトウェア 
SXF 仕様が策定されたのは平成 12 年８月です。これに対してパソコン CAD が普及

し始めたのは昭和 60 年頃まで遡ることができます。パソコン CAD の歴史は長く、そ

の間に様々な機能が開発され、そしてこれらの機能を実現するために様々な情報を独

自のデータ形式として保持します。 

SXF 仕様は CAD 同士のデータ交換のための仕様であり、特定の CAD を意識して開

発された仕様ではありません。従いましてご利用の CAD が独自に保持している情報と

SXF で保持できる情報とが一致しているとは限りません。その CAD が持っている情報

が SXF 仕様よりも多い場合も、少ない場合もあります。 

 

CAD が持っている情報が SXF 仕様よりも多い場合は、その CAD をご利用になって

作図を行う際に若干の注意が必要になりますが、他 CAD からのデータは確実に受け取

ることができますから、データ交換という観点からは何の問題もありません。 

逆に CAD が持っている情報が SXF 仕様よりも少ない場合は、注意することも全く

逆になり、作図の際には特に注意することはなく、データ交換で問題が発生すること

になります。他 CAD から渡された情報に、その CAD が扱えない情報が含まれている

場合に、必ずデータ変換が行われ、ここで情報が歪められてしまうことになるからで

す。 

 

【SXF にあるフィーチャが、CAD にない場合】 
 

       ［元の SXF］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［SXF の寸法線に対応］   ［SXF の寸法線に未対応］ 

3000 3000

3000 3000 3000 3000

見た目は同じだけど、
実は寸法線じゃなくな
っているのだ 

ちゃんと寸法線とし

て持ってるよ！！ 
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【SXF で決められている数よりも扱える数が少ない場合】 
 

 

 

 

このように、CAD が持つ独自のデータ形式と SXF のデータ形式が完全に同じでない

場合、SXF の入出力時に何らかのデータ変換を行ないます。そして、その変換の仕方

には CAD を利用される方が特に意識しなくても良いものと、意識しなければデータ変

換結果に影響が出るものとがあります。 

 

レイヤ数が足

らない！！ 
まとめるしか

ないなぁ．．． 
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【意識しなくても良い例】 
ある CAD は線分データを始点座標と終点までのベクトル（XY 成分）で持って

いるとします。SXF では線分データを始点・終点座標で持っているため、データ

の持ち方は異なっていますが、変換が一意に成り立つため完全互換が可能です。

この場合には CAD を利用される方がデータ形式の違いを意識する必要はありま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ある CAD の線分データの持ち方］   ［SXF の線分データの持ち方］ 

 

【意識しなければならない例】 
CAD では表現できても、SXF では表現できないデータがあります。この場合、

CAD によってその処理方法はまちまちで、お使いの CAD ソフトウェアがどのよ

うな処理を行うのかを十分意識しなくてはなりません。 

たとえばお使いの CAD ソフトウェアが、SXF では表現できないデータは SXF に

は書き出さない、という仕様の場合は、このようなデータを使用してはなりませ

ん。 

 

 

 

［CAD 特有のハッチングデータ］ 

 

 

 

 

 

 

 

始点

終点

始点

Ｘ 

Ｙ 

SXF にない

データは無

視しちゃえ 

SXFにある「折

線」にちゃんと

変換してるよ
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1.2 CAD 製図基準と SXF 仕様 
「CAD 製図基準」は図面を作成する上での表記ルールと電子納品をする際のファイ

ル名やフォルダ構成などを定めたものです。図面を作成する上での表記ルールの典型

的な例は、図面表題欄の記述です。 

－CAD 製図基準（案）より－ 

 

この図面表題欄で「CAD 製図基準（案）」が規定しているのは、図面表題欄の形状と

工事名・図面名等の記載内容であり、紙ベースの基準と何も変わりはありません。 

 

一方、SXF 仕様は図面上に表記された要素（線分、円、文字、寸法線など）のデー

タの保持方法について定めたものです。CAD ソフトウェアで作成された図形を画面上

に忠実に再現するためには、いろいろな情報が必要です。線１本を再現するにも、描

かれているレイヤ・尺度・線の色・線の種類・線の長さ、という情報を持っています。

SXF 仕様はこのような情報の論理的な持ち方（フィーチャ仕様と呼ばれています）と

物理的な持ち方（ファイル仕様）について定めた仕様です。 

 

CAD ソフトウェアを利用して「CAD 製図基準」に則った図面を作成するということ

は、SXF 仕様で定義されているフィーチャをどのように利用するか、ということにな

ります。ここで注意していただきたいのは、「CAD 製図基準」は SXF の利用を前提に

策定された基準ですが、SXF 仕様は「CAD 製図基準」だけが対象ではなく、レベル２

は機械分野でも十分利用可能な、二次元汎用 CAD データである、ということです。つ

まり「CAD 製図基準」に則って作成された図面データは、基本的に SXF でも表現可能

なものとなりますが、SXF で作成された図面データは「CAD 製図基準」に則っている

とは限らない、ということです。 
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1.3 文字の扱い 
CAD ソフトウェアに限らず、コンピュータで文字を扱う際には、文字フォントと文

字コード（文字の種類）が必要になります。文字フォントは Windows 標準添付（MS

ゴシックや MS 明朝）だけではなく、実に多くのフォントが市販されたりプリンタに

添付されたりしています。また文字コードには JIS で規定されているものと、そうで

ないものとがあります。 

このため、あるコンピュータで作成された文字が、別のコンピュータでは違う形で

表示されてしまう、あるいは文字が化けてしまうということがあります。 

 

ここでは、これらの一般的な注意事項と、CAD ソフトウェア特有の注意事項につい

て記述します。 

 

1.3.1 文字フォントについて 

コンピュータで文字を表示する際には様々なフォント（字体）が利用できるという

ことはもはや当たり前のこととなっています。そして CAD で作図をする際に利用す

る文字フォントには、大きく分けて TrueTypeフォントとベクタフォントがあります。

どちらのタイプの文字フォントを利用しても作図は出来ますが、データ交換をする際

には注意が必要です。 

 

（１） TrueType フォント 

TrueType フォントは Windows 上で動作するアプリケーションソフトウェア

であれば簡単に利用することができるフォントで、CAD ソフトウェアも例外で

はありません。SXF ではこの TrueType フォントの利用を想定しています。 

ただし、TrueType フォントといえども無条件に交換が可能なわけではなく、

コンピュータ上に同じフォントが用意されていることが必要です。 

例えば WO というフォントが指定された文字列を、WO というフォントがな

いコンピュータで読む場合、そのコンピュータにあるフォントに変換して表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Civil 

WO Fontで作図 

Civil 

WO Fontがないコンピュータ 

変わってし

まった．．． 
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このようなことを避けるために、Windows に標準で添付されている「MS ゴ

シック」「MS 明朝」フォントを利用されることをお勧めします。 

 

尚、SXF の実装規約として、利用できないフォントが渡された場合は、「MS

ゴシック」に置き換えて表示することが推奨されています。また、この置き換

えは表示上だけで行い、データ上での置き換えを CAD が自動的に行わないこ

とも推奨されています。 

 

（２） ベクタフォント 

ベクタフォントは CAD ソフトウェア特有といっても過言ではない特殊な文

字フォントで、主にペンプロッタでの出力を前提として開発されたフォントで

す。 

これらのフォントは CAD ベンダーが独自に開発しており、その取り扱い方

も公開されていないのが一般的です。このためTrueTypeフォントとは異なり、

そのフォントを開発した CAD ベンダーが提供するソフトウェアでしか利用で

きないのが通常で、データ交換には使用してはなりません。使用した場合は取

り扱えないフォントとして扱われ、MS ゴシック等の TrueType フォントに置き

換えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

WO_VECTOR Fontで作図 

Civil 

WO_VECTOR Fontを扱わない 

 
WO_VECTOR はたまた

まあるけど、扱えないの

で TrueType に置き換え

てあげたよ 
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（３） プロポーショナルフォントと固定ピッチフォント 

文字の幅がそれぞれの文字によって異なるものをプロポーショナルフォント

といい、Windows のフォントでは［P］という文字が入っているフォントを指

し、「MS P 明朝」「MS P ゴシック」などがあります。 

プロポーショナルフォントは文字と文字との間に不自然な空白がないので、

見た目がきれいに表示されます。 

 

これに対して、すべての文字の幅が同じものを固定ピッチフォントといいま

す。文字の幅がすべて均等なので、見た目はあまり良くありませんが、全角の

文字と半角の文字の区別も視覚的にはっきりと認識できます。 

 

【プロポーショナルフォントと固定ピッチフォントの表示の違い】 

日本語の表示例 

プロポーショナル 日本語は、こう見えます。 

固定ピッチ 日本語は、こう見えます。 

アルファベットの表示例 

プロポーショナル 
ｉｌｏｖｅｙｏｕ 

iloveyou 

固定ピッチ 
ｉｌｏｖｅｙｏｕ 

iloveyou 

数字の表示例 

プロポーショナル 
１，０００ 

1,000 

固定ピッチ 
１，０００ 

1,000 

 

このように、固定ピッチフォントとプロポーショナルフォントの大きな違い

は「見た目」でしかありません。「見た目」を重視して、プロポーショナルフォ

ントを利用する場合があると思いますが、SXF では次のように扱われています

ので、注意が必要です。 
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SXF 仕様では文字の大きさは文字列全体の幅と高さ、及び文字間隔で渡され

ていていますので、どちらのタイプのフォントを利用しても不都合がないデー

タ構造となっています（一文字の幅を指定していないため）。 

しかし、描画に関しては、とにかく文字列全体の幅と高さの範囲内に収まっ

ていれば良いとしています。 

 

【文字列の幅：25mm、文字の高さ：5mm、文字間隔：0mm での描画例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SXF 対応のソフトウェアであっても、文字の描画が必ずしも同じになるとは

限りません。場合によってはプロポーショナルフォントを表示できないソフト

ウェアもあります。 

どちらのタイプのフォントを利用するにしても、お使いの CAD ソフトがど

のように文字を描画するかに注意する必要がありますが、一般的には固定ピッ

チフォントを利用する方が無難です。 

 

1.3.2 文字コードについて 

（１） 文字コードの JIS 規格 

普段なにげなく利用している文字や記号でも、コンピュータ上ではある符号

化（コード）規則に従って扱われています。これらの規則は日本では JIS 規格

として定められており、SXF では JIS X0208:1997 と JIS X0201:1997 で定めら

れているコードを使用します。 

 

JIS X0208 は一般的に「全角文字」あるいは「2 バイト文字」と呼ばれてい

る漢字や仮名等のコードを定めた規格で、JIS X 0201 は一般的に「半角文字」

あるいは「1 バイト文字」と呼ばれる英数字や記号等のコードを定めた規格で

す。 

文
字
の
高
さ

 

あいうえお

あいうえお 

あいうえお

文字列の幅 

普通は一番上のように描画します

が、真ん中や下のように、とにか

く範囲内に入っていれば良いとい

うのも許されているのです。 
 
OCF は当然一番上で描画すること

で合意しています。 
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下表の文字は、以前は機種依存文字と呼ばれ、全てのコンピュータで正常に

取り扱えるわけではない文字でしたが、現在では利用可能になっており、SXF

でもサポートされています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（２） CAD ソフトウェア独自の文字コードの解釈 

よく使われる単位記号、たとえば「m3」があります。「㎡」と似ていますが、

「m3」は一文字では表せません。通常は「m」と「3」を別の文字列として、

大きさを違えて作成することになりますが、一つの要素として扱えないという

欠点があります。 

これを避けるために CAD 独自の文字の使い方をし、例えば「m↑3」という

文字を読んで、「m3」と表示するソフトがあるとします。しかしこれはその CAD

にしか理解できないルールで、この文字列が SXF として渡された場合、他の

CAD は素直に「m↑3」と表示してしまいます。このように特定の CAD に固有

な文字コードの使い方をしてはなりません。 

 

また、特定の一文字を別の文字に読み替えてしまうような CAD ソフトもあ

りますが、このような CAD は使用しないようにしてください。 

例えば普通は「%」としか読めない文字を、「Φ」として読む CAD ソフトが

あった場合、「100%」という文字列が「100Φ」と表示されます。またコード

は「%」のまま保持しますので、このファイルを他の CAD に渡した場合、他の

CAD は「100%」と表示します。しかもこの例の場合はどちらの表示も意味の

ある文字列として解釈されてしまい、間違いに気付かない恐れが十分あること

が問題なのです。 

 

 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳ 

ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ 

㍉㌔㌢㍍㌘㌧㌃㌶㍑㍗㌍㌦㌣㌫㍊㌻ 

㎜㎝㎞㎎㎏㏄㎡ 

㍻〝〟№㏍℡ 

㊤㊥㊦㊧㊨ 

㈱㈲㈹㍾㍽㍼ 

≒≡∫∮∑√⊥∠∟⊿∵∩∪

機種依存文字とされていた文字
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§２ CAD ソフトの SXF 対応の仕方 
 

このセクションでは殆どの CAD ソフトウェアに共通な SXF 対応に関しての注意事項

について述べますが、実際に CAD をご利用になる際には、各 CAD の説明書もよくご覧

ください。 

 

2.1 SXF 仕様の概要 

SXF仕様は、図面データを表現するための規定で、論理的な仕様と物理的な仕様（ファ

イル仕様）があります。CADをお使いになる方は、物理的な仕様については全く意識する

必要はありません。 

しかしCADソフトがどのようにSXFに対応しているかを理解していただくためには、若

干SXFの論理的な仕様に関しての知識が必要となります。ここでは、この論理的な仕様に

ついての概要を記述します。 

 
2.1.1 SXF による図面データの表現（レベル２※） 

SXF では、図形データの大きさは実寸で保持することを基本としています。 

土木図面では、一枚の図面に異なる尺度で図形が表現される場合が多く、SXF で

はこの図面データ表現を実現するために「部分図」という概念を導入し、異なる尺度

での図形データの表示を可能にしています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 現在 SXF ではレベル１、レベル２と呼ぶ図面データ表現が規定されており、レベル１

は見た目重視の仕様で、寸法線というようなデータを持つことができません。 

レベル２はレベル１を完全に包含した上で、さらに図面データの再利用性を考慮したも

のです。 

 

用 紙 

部分図 

（幾何要素、構造化要素
で構成） 

図面名称 

作成者 
表記要素 
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2.1.2 フィーチャ 

フィーチャとは、SXF で規定する図面データ表現を構成する要素のことをいい、

大別して、 

・ 図面構造（用紙サイズ・レイヤ等の基本的な情報） 

・ 幾何／表記要素（図形データ全般） 

・ 構造化要素（作図部品・寸法線等、複数の幾何／表記要素で構成された図形） 

の 3 種類があります。 

 以下に SXF で規定されているフィーチャの一覧を分類別に示します。 

 

SXF フィーチャ一覧表 

 

L1:レベル１、L2：レベル２ 

 

上の表のフィーチャ名はCADソフトウェアが使用している用語と類似していると思

います。またそのフィーチャが示す意味もほぼ同じで、ほとんどの CAD ソフトウェア

がこのフィーチャに対応することは可能です。 

しかし、CAD の要素に対応するフィーチャが SXF に存在しない場合、反対に CAD

ソフトウェアの方に SXF フィーチャに対応する要素がない場合は基本的には対応は不

可能で、何らかの対処をすることになります。またフィーチャと要素の対応はしてい

ても、持っている情報が異なる場合も同様です。 

 

それでは、これらの場合についての一般的な対処方法につきましてご説明します。 

フィーチャ分類 フィーチャ名 L1 L2 フィーチャ分類 フィーチャ名 L1 L2
図面構造 用紙 1 1 構造化要素 複合図形定義 ○ ○

レイヤ 256 256 複合図形配置

既定義線種 16 16     （部分図） 1 ∞
ユーザ定義線種 － 16     （作図グループ） ∞ ∞
既定義色 16 16     （作図部品） － ∞
ユーザ定義色 － 240 既定義シンボル － ○
線幅 16 16 直線寸法 － ○
文字フォント ○ ○ 角度寸法 － ○

幾何要素／表記要素点 ○ ○ 半径寸法 － ○
線分 ○ ○ 直径寸法 － ○
折線 ○ ○ 引出線 － ○
円 ○ ○ バルーン － ○
円弧 ○ ○ ハッチング（外部定義） － ○
楕円 ○ ○ ハッチング（ユーザ定義） － ○
楕円弧 ○ ○ ハッチング（パターン） － ○
文字要素 ○ ○ 複合曲線定義 － ○
ベジェ曲線 － ○
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2.2 SXF では交換できない情報 

SXF 仕様では、次の二つの情報を交換することができません。 

• 表示順 

• 背景色 

このため、図面作成時に若干注意が必要です。 

 

2.2.1 表示順について 

SXF 仕様では図形の表示順を保持することができません。そして、現状では CAD

ソフトの図形の表示順はまちまちで、レイヤ順／要素（フィーチャ）順／データの作

成順等の処理が行われております。このため SXF データ読み込み時には、どのよう

な順序で図形が表示されるかは、CAD ソフトにより異なりますが、CAD ソフト内で

図形の表示順を変更することは可能です。 

また、SXF 仕様では表示順は指定できませんが、レイヤ単位での表示／非表示の

切り替えは可能で、データ上も保持されます。必要に応じてレイヤを非表示／表示に

することにより、例えば隠れてしまっている図形の形状確認は可能になりますので、

表示順が問題となる場合は、レイヤを分けて図形を作成しておくことをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「BOX レイヤ」に
描かれた、塗りハッ
チング 

「LINE レイヤ」に
描かれた線分 

とりあえずは、こん
な風に表示されて
しまうかも．．． 

「BOX レイヤ」を
非表示にすれば、
円が見えます。 

「CIRCLE レイヤ」
に描かれた円
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2.2.2 背景色 
CAD ソフトに限らず、Windows 上で動作する殆どのソフトは背景色が指定できる

ようになっていますが、SXF にはこの背景色を保持する場所がありません。そして

背景色は図形ではないために、変換したくても変換できません。このため全ての CAD

（背景色に関しては全て、と言い切れます）から出力される SXF には背景色の情報

はなくなっています。出力したものと同じ CAD を使って SXF を読んだとしても同じ

ことです。 

しかも、CAD ソフトは背景色として黒をデフォルトとするものと、白をデフォル

トとするものがあります。背景色が黒で作成された図面にはおそらく白色が多く使わ

れ、白で作成された図面には黒色が多く使われていることでしょう。そして背景色の

異なる CAD 間でデータ交換が行われると「闇夜のカラス」や「雪上の白兎」状態が

発生することになってしまいます。 

これを避けるためには背景色を運用で統一するしかありません。「CAD 製図基準

（案）」では背景色を黒と想定していますので、背景色は黒であることを前提にして

作図する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

尚、SXF ブラウザもそうですが、背景色と同じ色で作成された図形があると自動

的に反転表示（黒なら白として表示）する機能を持つ CAD もあり、この機能を使え

ば「闇夜のカラス」や「雪上の白兎」は避けることができます。 

 

 

2.3 CAD の要素に対応する SXF フィーチャがない場合 
CAD が SXF を出力する際に、自分が持っている要素が SXF フィーチャにない場合

は当然のことですが、ご利用の CAD ソフトの変換ルールに従って SXF フィーチャに

変換して出力します。 

また、どうしても SXF フィーチャに変換できない場合、そのデータを出力しないと

いう場合もあります。 

ハッキリ、クッキリ 何も見えん!! 
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一般的に CAD が持つ要素で、SXF フィーチャがない代表的なものは次の通りです。 

• OLE 貼り込みされたオブジェクト 

• 外部参照されたオブジェクト 

• 直線寸法・角度寸法・半径寸法・直径寸法以外の寸法データ 

• クロソイド曲線、NURBUS 曲線などの、３次ベジェ以外の曲線 

 

データ交換のことを考えれば、SXF 仕様にない要素を利用せずに作図する方がベス

トであることは間違いありません。しかし、その要素（機能）を利用した方がはるか

に作図効率が上がる場合もあります。この場合、ご利用の CAD ソフトの変換ルールを

よく把握し、その要素（機能）を利用して作図しても良いかどうかを判断する必要が

あります。 

 

尚、SXF 出力に使用した CAD ソフトでその SXF を読み込んでも、変換されて出力

された要素を変換前のオリジナル形式の要素に復元できない限り、その要素に特有の

CAD 機能は利用できなくなります。残念ながらそのような要素を自動的に復元するこ

とは、現時点ではほぼ不可能です。 

 

 

2.3.1 OLE 貼り込みされたオブジェクト 
OLE コンテナとして開発された CAD ソフトウェアは、Excel の表やイメージデー

タなどの、OLE サーバー機能を持ったソフトウェアで作成したオブジェクトを OLE

オブジェクトとして CAD データ内に挿入する事ができます。 

しかし、これらの要素はOLEオブジェクトとしてSXF出力することはできません。

この OLE オブジェクトを SXF 出力する際には、線や文字データとして出力する必要

があります。ご利用の CAD がそのような機能を持っていない場合、OLE オブジェク

ト貼り混み機能を利用してはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

データがない!! 
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2.3.2 外部参照されたオブジェクト 
図面内に別の図面をあたかも取り込んでいる様に表示、あるいは編集ができる

CAD があります。この様な機能（形態）を一般的に「外部参照」と言いますが、SXF

仕様にはこの様な概念はありません。 

外部参照機能を使った図面を SXF として出力する場合は、外部参照している部分

を自図面の内部データとして SXF 出力する必要があります。外部参照部分を SXF に

出力できない CAD では、外部参照機能は使用してはなりません。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図形がないよ！！ 

［図面 B］ 

［図面 A（図面 B を外部参照中）] ［SXF 出力した図面］ 
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2.3.3 クロソイド曲線、NURBUS 曲線など 3 次ベジェ以外の曲線 
現時点の SXF 仕様で定義されている曲線は、3 次のベジェ曲線のみです。これ以

外の曲線については折線に近似されて出力されるのが一般的です。データ量が増えて

しまうという欠点はありますが、形状はほぼ正確に再現できます（実は、クロソイド

曲線等の描画は折線で行われているので、見た目は変わりません）。どうしても 3

次のベジェ曲線以外の曲線を使用しなければならない場合は、SXF フィーチャ（折

線や 3 次ベジェ曲線）に変換されることを確認した上で使用してください。 

ただし、折線に対応していない CAD も中にはあります。この場合は線分に分解さ

れてしまい、折線よりも更にデータ量が増えてしまいますので、このような CAD を

SXF の入出力には使用しないことをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[クロソイド曲線]     ［折線（直線）近似］］ 

 

34 点の折線に近似した
例。これが線分に分解さ
れてしまうと．．．33 本

の線分データが必要!!
（=倍以上のデータ量
になるのでした） 
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2.4 CAD に SXF フィーチャに対応する要素がない場合 
SXF フィーチャには、CAD から見てハードルの高い仕様もあります。縦断図によく利

用される X 軸、Y 軸に別々の尺度を設定しての作図がその代表例で、建築系の CAD には

殆ど利用されない仕様だと思います。 

 

§3 で記述します OCF 検定は、CAD ソフト等の SXF 仕様への対応度を判定している検

定ですが、この OCF 検定でも SXF への完全対応は求めていません。 

ここでは OCF 検定でも対応しなくともよい、あるいは制限つきでの対応を認めている

二つの SXF フィーチャについて記述します。 

 

• XY 異尺度（SXF の部分図で設定可能） 

• バルーン 

 

2.4.1 XY 異尺度での作図 
SXF 仕様の、XY 異尺度（X 軸、Y 軸に別々の尺度を設定する仕様）に対応していな

い CAD は、どちらかの尺度に合わせて図形を表示します。通常は、小縮尺である X 軸

に設定されている尺度に合わせます。これは表示上だけの問題ですので、データ変換

は行われません。従いまして XY 異尺度に非対応の CAD に SXF が渡され、そしてその

後に XY 異尺度対応 CAD へとデータが渡されたとしても、XY 異尺度対応の CAD での

表示は正常に行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、XY 異尺度に対応していない CAD でも、XY 異尺度に対応している CAD の

表示と全く同じように表示するものもあります。しかし、これは元の図形の寸法を変

更してしまっていますので、このような対応の CAD の利用は望ましくありません。 

縮んで見えるけど、

データは大丈夫!! 
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2.4.2 バルーン 
SXF 仕様のバルーンをサポートしていない CAD は、バルーンを円、引出し線、文字

列に分解することが一般的です。このような分解が行われても、データ量もそれ程増

加しませんのであまりに問題にならないでしょう。 

ただし、レベル 1 では引出し線もありませんので、引出し線が更に分解され、矢印

形状も含めて線分（あるいは折線）に変換されてしまいます。せめて引出し線には対

応した CAD をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ちなみに OCF 検定で、この SXF フィーチャの保持をしなくとも良いとしているの

は、特に土木分野では少々実用性に乏しいフィーチャで、あまり利用されないと判断

しているからです。 

１２ 

実は引出し線 

実は円 

１２ 

実は文字列 
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2.5 CAD の要素と SXF 仕様のフィーチャの持つ情報が異なる場合 

CAD ソフトウェアの要素と SXF 仕様のフィーチャと対応はしていても、一般的な

CAD ソフトウェアからみて、SXF のフィーチャが持つ情報のほうが不足しているもの

があります。この場合はフィーチャそのものがない場合と同様に、何らかの変換を行

って対処するのが一般的です。 

このような要素の代表的なものは以下の二つです。 

 

• 寸法線 

• 文字列 

 

2.5.1 寸法線 
SXF で定義されている寸法フィーチャは直線寸法（二点間寸法）・角度寸法・半

径寸法・直径寸法の４種類です。円／円弧の周長を表す弧長寸法（CAD によって呼

名が違う場合もあります）やレベル寸法・矢印勾配寸法などは SXF に対応するフィ

ーチャが用意されていないため、線や円弧・文字データ等に分解して出力される事が

ほとんどです。この場合はレベル 2 対応の CAD であっても、矢印が線データかハッ

チングの塗りデータとして分解されますので、特に注意が必要です。 

これを避けるため、SXF フィーチャにない寸法要素は使用せず、例えば弧長寸法

は角度寸法として、勾配寸法は引出し線として作成することをお勧めします。 

 

また、下図に示すような併記寸法（連続寸法）などの構造化された寸法データは、

複数の寸法データとして出力されますが、SXF 仕様の寸法線としては出力されます

ので、このような要素を利用することに問題はありません。ただし、どのような寸法

線の組み合わせとして出力されるかは CAD によって異なりますので、注意が必要で

す。 

 

 4200 複数の寸法線に分解

こういう風に分解され

るのかなぁ？？ 

2000 1000 1200 4200 

1000 2000 1200 
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2.5.2 文字列 
SXF では複数行となる文字列を一つの文字列データとして扱うことができません。

CAD ソフトウェアには複数行となる文字列を一つの文字列要素として扱えるものが多

く、この場合 1 行毎に SXF の文字列フィーチャとして変換して出力するのが一般的で

す。 

行間隔まで設定できるCADソフトの場合、行間隔も考慮して変換するものであれば、

見た目は問題なく交換できますので、この機能をお使いになることに問題はありませ

ん。しかし行間隔を考慮せずに変換してしまう CAD ソフトの場合は、変換後の見た目

が異なってしまいますのでこの機能は使用しないで下さい。 

 

 

 

    

 

      

 

       

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

柿食えば

鐘が鳴るなり

法隆寺

柿食えば

鐘が鳴るなり

法隆寺

柿食えば 

 

鐘が鳴るなり 

 

法隆寺 

行間隔を考えて、文字列

の配置点をちゃんと算

出している 

行間隔は面倒だから計

算に入れていないと、こ

ういう結果になるので

した 
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§３ ＯＣＦ検定 
 

 OCF は、公益的な見地から、より確実な CAD データ交換を実現するために結成された

CAD ベンダー主体の団体です。 

 OCF ではこの目的の達成のために、SXF 仕様の策定段階から重要な役割を果たし、SXF

の普及を推進しています。そして OCF ではこの活動の一環として、SXF 対応ソフトウェ

アに対する「OCF 検定」を平成 13 年の 9 月末から実施しています。 

 

3.1 OCF 検定の意義 

§1 でも触れましたように、SXF 仕様が策定される前からパソコン CAD は普及してい

ます。そして独自の機能を実現するために、データ構造も独自の形式で持っているもの

が殆どです。このためソフトベンダーは、自社ソフトの仕様に合致させるために、SXF

仕様を自社に都合の良いように解釈して実装する、あるいは一部の仕様には対応しない、

という実装の仕方をしがちです。 

OCF ではこの SXF 仕様の解釈の相違をなくし、また SXF を使って、より効果的なデ

ータ交換を可能にするために SXF 仕様の実装規約を定め、またこの規約に合致した実装

を行っているかを確認するために「OCF 検定」を実施しています。 

 

OCF 検定に合格したソフト間でのデータ互換性は非常に高く、また SXF ファイルの

描画に関してもほぼ同じように見えることを保証しています。後述のように、ソフトウ

ェアのポリシーや用途を考慮して、SXF 仕様への完全対応を求めてはおらず、描画やデ

ータの互換性に関して一部の制約を認めていますが、この場合はその制約内容を公開す

ることで、そのソフトとデータ交換をする際に注意しなければならないことを明確にし

ています。 

 

ただ注意していただきたいのは、「OCF 検定」は SXF ファイルの入出力機能に関して

の検定であり、CAD の機能の検定を行っているわけではない、ということです。例えば

SXF フィーチャに「線分」があります。OCF では「線分」を作成する機能を有すること

は求めていますが、どのような手順で線分を作成するか、は検定対象外です。また SXF

ファイルを読み込んだ後にどのような編集ができ、SXF フィーチャがどのように扱われ

るかも、現時点では全く検定対象外です。 

 

尚、OCF で定めた実装規約の殆どが、SCADEC において SXF 仕様の実装規約として

正式に採用され、近々公開される予定です。 
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3.2 OCF 検定の合格基準 

 SXF 仕様は建設業全体を意識して策定された仕様です。このため土木向け CAD、あ

るいは設備向け CAD というように、ある分野を対象としたソフトウェアにとっては不

要と思われる仕様が存在します。また、扱える数値の範囲はほぼ無制限といっても良

い仕様となっており、実際に検定を実施するには不都合な部分もあります。このため

OCF では最低限保証する仕様や数値の範囲を定めて「OCF 検定」を実施しています。 

 

3.2.1 SXF フィーチャに関する合格基準の考え方 

OCF 検定は、SXF 仕様のレベル 2 を満足しているソフトウェアのみ検定対象とし

ております。レベル 1 では、データの有効活用という観点から少々問題があるという

判断をしています。 

そして OCF 検定では、 

• SXF フィーチャの「作成」が可能なこと 

• SXF フィーチャの「描画」が可能なこと 

• データ構造が「保持」できること 

を求めています。 

しかしながら、データ交換という観点から見ると、作成ができない、ということは

それ程問題にはなりません。そのソフトウェアからはそのようなデータが渡されない

だけなのですから。従いまして、OCF では前述のようにソフトウェアのポリシーや

特性を考慮して、フィーチャによっては作成できなくとも良い（バルーン、ハッチン

グ等）、としているものもあります。また扱える点マーカの種類や、表現できる矢印

の形状が SXF 仕様より少ない、というような制限も認めております。 

しかし、渡されたデータを別の構造に変更されるのは困りものです。このため、

OCF 検定は作成できないことに関しては比較的寛大ですが、「保持」に関しては厳し

い基準を定めております。たとえ作成ができないフィーチャであっても「保持」や「描

画」は求めています。 

OCF 検定ではこのような制限をフィーチャ別に定めております。詳しくは OCF の

ホームページをご覧ください。 

 

また、OCF 検定に合格したソフトウェアに制限事項がある場合、その内容も OCF

のホームページで公開しております。この際に、あるフィーチャの「描画」や「保持」

はできても「作成」ができない、ということは殆どの場合「編集」もできない、とい

うことに注意してください。また、仮に編集できたとしても、作成できないフィーチ

ャとなっている図形を編集すると、殆どの場合別のフィーチャに変換されてしまうこ

とにもご注意ください。 
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3.2.2 OCF 検定の数値の判定基準 

SXF 仕様では事実上無制限となっている数値に対する検定を実施するために、

OCF 独自の基準として以下の通りの値を定めており、この範囲内でのデータ互換を

保証しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、SXF 仕様では実数値の精度は全て「倍精度」とされております。しかしな

がら従来のソフトウェアでは、例えば文字の高さなど、それ程高い精度ではデータを

保持していないものもあります。OCFでは、このような値に関してはSXF仕様が少々

過大設計であると判断し、以下のような精度での実装を認めております。また、この

精度を満たす場合は制限事項として公開しておりませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【フィーチャ全般】 

• 整数値（折線、閉領域、引出し線の頂点数等に使われています）： 

－１０，０００～１０，０００ 

• 実数値（座標値や図形形状に関わる数値で、単位は mm です）： 

－２００，０００，０００～２００，０００，０００ 

【特定のフィーチャ】 

• 扱える部分図の数 ：５０ 

• 扱える作図部品の階層 ：３ 

• 扱える作図グループの階層：１０ 

• 自由用紙長 ：１５ｍ×１５ｍ 

１． 用紙系（線種のピッチ等、用紙上の大きさで示されるもの） 

• 小数点以下 2 桁までを保証 

 

２． 実寸系（設計計算などに使われる座標、長さ等である程度の精度が必要）

• 座標は小数点以下 5 桁までを保証 

• 角度は小数点以下 11 桁までを保証 

• 倍率は小数点以下 14 桁までを保証 

 

３． 実寸用紙系（設計計算には使われない類のもので、それ程の精度が要求さ

れないもの） 

• 文字高さ、文字角度、矢印倍率等で、小数点以下 2 桁までを保証 
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3.3 OCF 検定の方法と使用するファイル 

OCF 検定には大別して、「描画検定」と「出力検定」があり、どちらの検定にも同じ

ファイルを使用しています。 

 

（１） 描画検定 

描画検定は、読んで字のごとく検定用ファイルを当該ソフトウェアで読み込み、実

際に描画させて行う検定です。 

同じファイルを、JACIC から無償で提供されている「SXF ブラウザ」、あるいは

OCF 検定合格済みのソフトウェアで描画し、その差異を目視で確認しています。目

視というといい加減な感じを受ける方もいらっしゃるかと思いますが、検定用の補助

線を設けるなどの工夫もしており、かなり細かい差異まで発見しております。 

また OCF 検定は基本的にはソフトウェアの機能の検定は行いませんが、例えばレ

イヤの表示／非表示の切り替え等、描画に関連する最低限の機能に関しては検定対象

としています。 

 

（２） 出力検定 

出力検定は、当該ソフトウェアが出力する SXF ファイルのデータ構造や、数値の

精度が前述の OCF 基準を満足しているか否かを検定します。 

検定は OCF で独自に開発したソフトウェアを用いて、検定用の元ファイルと、当

該ソフトウェアが出力するファイルの内容を比較して行っています。 

 

（３） 検定に使用するファイル 

OCF 検定に使用するファイルは、大別して次の 5 種類があり、現時点では合計 68

ファイルを使用しています。 

• 基本属性検定用ファイル（3 ファイル） 

図形を表示するための最も基本となる属性である、「色」と「線種」を検定

するためのファイルです。 

• 作成検定用ファイル（7 ファイル） 

作成する図形の座標値等を指定した「作成要領」に従って、当該ソフトウ

ェア上でオペレータがデータを作成するファイルです。 

• 詳細検定用ファイル（49 ファイル） 

フィーチャ別に、OCF 独自に開発したランダムデータ生成プログラムを使

用して生成されるファイルで、検定の度にどのような図形が生成されるの

か、全くわからないファイルです。 

作図部品等、ランダム生成が困難なフィーチャは固定ファイルとなってい

ますが、検定の度に値を変更するものもあります。 
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• 限界検定用ファイル（4 ファイル） 

OCFで定めた数値の範囲や精度を満足していることを確認するためのファ

イルです。 

• 総合検定用ファイル（5 ファイル） 

実務レベルで使用されている図面を元にして作成したファイルです。 

 

（４） OCF 検定に合格すると 

描画検定、および出力検定の両方に合格すると、晴れて OCF

検定合格となり、右のような検定合格ロゴの使用が認められ、

カタログやパッケージに印刷されます。 

また OCF のホームページでは、OCF 検定合格ソフト一覧を、

そのソフトの制限事項と共に公開しておりので、こちらも御覧

ください。 



 

 

あとがき 

図面データをＣＡＤデータで納品する際に適用されるＣＡＤ

製図基準（案）には「ＣＡＤデータフォーマットは原則としてＳＸＦ

（Ｐ２１）とする」と記載されています。 電子納品の為のＣＡＤ製

図が活発化する前にエンドユーザー向けにＣＡＤ作図をする上

での注意点など提示できないかとの思いで本書をまとめました。 

まだまだ不備な点はありますが、皆様の意見など反映させ

て、さらに次の版に繋げたいと思いますので是非ご意見をお寄

せください。 

『SXF 変換を意識した CAD 製図』    2003 年 7 月 7 日 
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